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	手作り加速度計の構造
	打上げデータの分析と改良設計のコンセプト
	R-1における、記録された最大加速度 8.5 [G]は、ロケットの仕様に基づく打上げ時最大加速度の設計値 17.76 [G]を下回っている。ここで、記録部の最大移動距離 Lmaxの値143 [mm]は、記録部の可動域の長さ 155 [mm]に極めて近い値である。これは、打上げ時最大加速度が加わった時、記録部がその可動域の限界に達し、本来の位置までゴムひもが伸びきらなかったのが原因と考えられる。
	P-1とP-2とを比較すると、記録部に1 [G]が加わった時のゴムひもの長さ L0は、P-2よりもP-1の方が長い。従って、P-1はゴムひもの伸び LもP-2より長くなるはずである。しかし、実際にはP-1のゴムひもの伸びは、P-2の伸びより短くなっている。これは、記録部がボディチューブ内にひっかかって、記録部の移動が妨げられたためと考えている。以上により、改良設計のコンセプトは以下の通りとする。なお、設計案はポスターに示す。
	*打上げ時最大加速度の際の記録部の移動をボディチューブ内に収められるゴムひもを選定する。
	*ボディチューブ内を滑らかに移動する形状の記録部を設計する。
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